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撮影法による肩甲骨上方回旋角度とし、術前・術後 6か月・術後 12か月・術後 18か月・
術後 24か月のデータを使用した。それ以降も経過観察可能な症例に関しては 6か月ごと
に言平価した。
結果は、対象者 46例 48肩中、 notchを認めたのは 19肩で発生率は 38%であった。 notch
発生時期は 6か月までの間に 8肩、 12か月までの聞に 9肩、 18か月までの間に 2肩で 18
か月以降の発生は認めなった。平均発生時期は術後 10.1か月であった。関節可動域に関し
ては、術後 12か月の屈曲、術後 18か月の屈曲・外転で、”notchなし群”が”notchあり群”
に対し有意に大きかった。また、肩甲骨上方回旋はすべての時期において、下垂位・ 45°
挙上位ともに”notchあり群”が”notchなし群”に対して大きい値を示した。
本結果から、肩甲骨が上方回旋位をとることで肩甲上腕関節が相対的に内転位となり、
上腕骨側インプラントと肩甲骨頚部のインピンジメントにより notchが発生しやすい状況
が生じていると考えられた。 RTSA後のリハビリテーションを進める上で、これらの知見
は重要かっ学術上価値があり、保健医療学修士に値するものと判定した口
